
方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

-
『

大
宝
積
経
』

の
立
場
と
意
義
-

橋

本

芳

契

天
台

五
時
教
に
お
け
る
第
三
時
は

「
方
等
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
。
他

の
四
時

が

「
華
厳
」
「
阿
含
」
、
お
よ
び

「般
若
」
「法
華

・
浬
架
」
と

し
て
具
体
的
な
経
名
で
表
示
さ
れ
る
の
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
に

ど
う
い
う
実
際
的
意
味
が
あ
る
の
か
。
ま
た
さ
か
の
ぼ
つ
て
五
時
教
ご

と
き
教
相
判
釈
そ
の
も
の
の
思
想
的
立
場
や
そ
の
宗
教
的
意
義
は
現
代

に
お
い
て
い
か
に
理
解
さ
る
べ
き
も
の
な
の
か
。

そ
う
し
た
諸
点
を
大

蔵
経

の
分
類
に
つ
い
て
、
多
分
に
こ
の
教
判
の
別
に
随

つ
て
為
し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
「
方
等
」
の
部
別
中
に
代
表
的
経
典

の

一

つ
と
し
て
収
ま

つ
た

『
大
宝
積
経
』
の

一
特
色
に
即
し
て
解
明
し
よ
う

と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

ま
ず

「
方
等
」
の
原
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ド
で
v
a
i
p
u
l
y
a

と
言
い
、
こ
れ
を

「
方
広
」
と
も
訳
す
る
。

バ
ー

り
語

で
は
、
v
a
i
p
u
l
y
a

(
v
a
i
p
u
l
y
a
:
 
s
i
n
-
t
u
 
r
g
y
a
s
-
p
a
)

で
あ
り
、
も
と

「十
二
部

経
」
中
に
も
含
め
ら
れ
た
経
典
様
式

の

一
つ
の
称
呼

で
あ

る
。
十
二
部
経
中
、
授
記

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

無
間
自
説

(
u
d
a
n
a
)

の
二
に

併
せ
こ
の
方
等
と
の
三
者

を
除
き
去

つ
た

「九

部
」
を

「小
乗
教
」

(
h
i
n
a
y
a
)
に
属
す
る
も
の
と
す
る
意
味
か
ら
は
、
方
等

は
す
な
わ

ち

「大
乗
の
も
の
」
(
m
a
h
a
y
a
n
a
)

の
う
ち
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ

る
。
同
時
に
、
そ
こ
に
す
で
に

「抑
小
楊
大
」

の
教
判
意
識
の
あ

つ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
や
が
て

『
華
厳
』

(大
方
広
仏
華

厳
経
)
に
し
て
も

『勝
量
』
(勝
量
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
)
に
し
て

も
、
代
表
的
な
大
乗
経
典
は

「方
広
」
(方
等
)

の
語
を
経
題
に
含
め

た
し
、
他
に
も

「
方
等
」
や

「大
方
等
」
の
語

を
冠
し
た
大
乗
経
は
か

ず
多
い
。
法
華
経
方
便
品
第
二
に
は
、
「我
九
部
法
、
随
順
衆
生
説
。

入
大
乗
為
本
。
以
故
説
是
経
」
と
言
い
、
『往
生
要
集
』
下
末

に
は
、

「九
部
不
了
教
」
と
説
く
。
九
部
経
は
な
お
不
了
義
で
、
大
乗
に
入

つ

て
は
じ
め
て
了
義

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
了
義

・
不
了
義
に
つ

い
て
は

『
維
摩
経
』
法
供
養
品
第
十
三
に
、
「
四
依
の
法
」
を
説

い
た

な
か
に
、
第
三
に

「
依
了
義
経
、
不
依
不
了
義

経
」
と
明
か
し
て
い

(1
)

る
。
了
義
に
依
り
不
了
義
に
依
ら
な
い
中
に
大
乗
の
道
が
明
ら
か
で
あ

方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(
橋

本
)

七
七
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方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(
橋

本
)
 

七
八

る
と
す

れ
ば
、
「
方
等
」
と
は
限
り
な
く
大
乗
菩
薩
道

(
b
o
d
h
i
s
t
t
v
a
-

c
a
r
y
a
)

に
志
向
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
意
味
す
る
と
し
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
前
記
大
蔵
経
中
の
方
等
部
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
乗
経

の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
さ
ら
に

「方
等
顕
説
」
と

「方

等
密
呪
」
の
両
部
に
す
る
の
が
古
来
の
扱
い
方
で
あ
つ
た
。
明
の
智
旭

(
一
五
九
九
-
一
六
五
五
)
が
永
暦
八
年

(
一
六
五
四
)
に
著
わ
し
た

『
閲

蔵
知
津
』
に
は
、
方
等
顕
説
と
し
て

『
大
宝
積
経
』

一
部

一
二
〇
巻
以

下
、
三
六
九
部

一
一
〇
七
巻
を
数
え
、
同
じ
く
方
等
密
呪
に
は

「密
呪

経
」
と
し
て

『
首
樗
厳
』
以
下
、
「密
呪
儀
軌
」
と
し

て

『
大
教
王
』

以
下
の
各
諸
経
、
併
せ
て
三
六
六
部
六
四
二
巻

の
多
数
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
故

に
方
等
部
に
は
合
計
七
三
五
部

一
七
四
九
巻
の
彪
大
な
経
巻

が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
を
さ
き
の
ご
と
く
顕
説
と
密
呪
に

分
け
る
の
も

一
見
識

で
あ
る
。
し
か
し
密
教
義
は
大
乗
の
当
初
か
ら
あ

る
も
の
で
、
顕
密
不
二
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
方
等
部
は
総
じ
て
密
教

義
を
内
蔵
し
つ
つ
他
方
こ
れ
を
顕
説
す
る
部
類
の
も
の
を
収
め
た
所
に

そ
の
大
き
な
思
想
的
特
色
が
あ
つ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た

が
つ
て

「
方
等
顕
説
」
中
に
も
密
教
教
意
を
見
お
と
さ
な
い
こ
と
が
こ

の
部
の
経
典
を
見
る
目
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

『大
宝
積
経
』
(
M
a
h
a
r
a
t
n
a
k
a
-
s
u
t
r
a
)

は
さ
き
の
よ
う
に
方
等
部

中
で
も
そ

の
顕
説
を
代
表
す
る
と
考
え
て
よ
い
而
も

一
二
〇
巻
に
の
ぼ

つ
た
大
部

な
経
で
あ
る
。
こ
の
経
名
に
つ
い
て
ま
ず
連
想
す
る

の
は

『
維
摩
経
』
仏
国
品
第

一
に
登
場

す
る

「
宝
積
」
(
r
a
k
u
t
a
)
長
者

子
で
あ
る
。
こ
の
長
者
子
は
、
既
耶
離

(
v
a
i
s
a
l
i
)

の
町
か
ら
仏
辺

(捲

羅
樹
園
の
法
座
)
に
参
集
し
た
五
百
の
長
者
子
の
総
代
で
あ
り
、
同
時
に

如
来
浄
土
の
因
果
義
の
顕
説
を
求
め
る

一
経
の
立
役
者
で
あ
る
。

ひ
る

が
え
つ
て
眺
め
る
に

『
大
宝
積
経
』
は
四
九
種

の
大
小
の
経
典
の

一
大

編
集
で
あ
り
大
集
成
経
な
の
で
あ
る
。
そ
の
見
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
や
視
座
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
い
ま
の

べ
た
如
来
浄
土
説
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
こ
れ
を
見
よ
う
と
す
る
の
も

一
つ
の
見
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
維
摩
経
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
直

接
の
関
連
経
が
前
記
四
九
種
申
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

維
摩
居
士
の
本
国

(本
地
)
と
さ
れ
る

「
阿
開
仏
国
」
(東
方
世
界
)
を
説

く
経
と
し
て
第
六
経

「
不
動
如
来
会
」
二
巻
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

は

『
阿
開
仏
国
経
』
の
新
訳
で
あ
る
。
ま
た
類

経
と
し
て
第

五
経
に

「無
量
寿
如
来
会
」
二
巻
も
存
し
、
こ
れ
ま
た
西
方
阿
弥
陀
仏

の
本
願

海
を
説
い
た

『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
本
と
し
て
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て

き
た
こ
と
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
漢
訳

『大
宝
積
経
』
(百
二
十
巻
)
は
唐
菩
提
流
志
訳
と
掲

出
さ
れ
て
い
る
が
、
菩
提
流
志
が
全
く
新
規
に
訳
出
し
た
の
は
四
九
種

の
経
中

一
〇
経
の
み
で
、
二
三
経
は
旧
来
の
訳
本
を
収
め
、
の
こ
り

一

六
経
は
古
訳
本
を
改
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
記

「無
量
寿
如
来
会
」

も
、
「
不
動
如
来
会
」
も
、
共
に
そ
の
改
訳
し
た
も
の
の
中
に
含

ま
れ

る
。
な
お

『
大
宝
積
経
』
で
は
所
含
の
四
九
経
を
、

い
ず
れ
も

「
経
」

字
に
代
え
て

「会
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
旧
訳
本
を
採
る
に
は
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そ
の
古
各
も
そ
の
ま
ま
併
挙
し
て
い
る
こ
と
に
参
照
し
て
、
四
九
経
の

一
体
性
を
理
念
的
に
表
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
訳
出
者
が

「
会
」
の

一
字
で
貫
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
特
に
第
五
第
六

の
両
経
が
、
無
量
寿

(西
方
)
と
不
動

(東
方
)
の
両
如
来
の
浄
土
説
と

し
て

一
連
併
挙
さ
れ
た
次
第
も
注
意
し
て
見
ら

る

べ
き
も

の
と
考
え

る
。
そ
の
う
ち

『
無
量
寿
経
』
と

『
無
量
寿
如
来
会
』
と
の
対
比
研
究

は
、
阿
弥
陀
仏
信
仰

の
盛
大
に
伴
い
古
来
各
様
に
な
さ
れ
て
き
た
と
見

(2
)

え
る
が
、
『
不
動
如
来
会
』
と
そ
の
旧
訳
で
あ
る

『仏
説
阿
閾
仏
国
経
』

と
の
両
者
を
見
く
ら
べ
る
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
余
り
多
く
を
知
ら
な

い
。
し
か
し
、
浄
土
思
想
研
究
か
ら
も
経
典
発
達
史
上
か
ら
も
両
経
の

辿
つ
た
跡
を
見
る
こ
と
は
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
以
下

に
若
干

こ
れ
を
試
み
た
い
。
ま
ず
両
経
の
品
名
を
対
比

さ
せ
て
み
よ

う
。〔阿

閾
仏
国
経

・
不
動
如
来
会
対
照
表
〕

阿
閾
仏
国
経
巻
上

(後
漢
支
婁
迦

識
訳
)

発
意
受
慧
品
第
一

阿
開
仏
刹
善
快
品
第
二

弟
子
学
成
品
第
三

巻
下

大
宝
積
経
巻
第
十
九

(唐
菩
提
流
志

訳
)
不
動
如
来
会
第
六
の
一

授
記
荘
厳
品
第
一

仏
刹
功
徳
荘
厳
品
第
二

声
聞
衆
品
第
三

巻
第
二
十
不
動
如
来
会
第
六
の
二

諸
菩
薩
学
成
品
第
四

仏
般
泥
恒
品
第
五

菩
薩
衆
品
第
四

浬
墾
功
徳
品
第
五

往
生
因
縁
品
第
六

『
阿
閑
仏
国
経
』
二
巻
は
、
後
漢
の
支
婁
迦

識

(生
年
不
詳
。
建
和
元

年
、
西
紀

一
四
七
年
入
国
。
一
八
六
年
没
)
に
よ

り
訳
さ
れ
た
。
中
国

で

『
維
摩
』
の
漢
訳
が
前
後
六
回
な
さ
れ
た
と
す
る
う
ち
最
古
の
訳

『
維

摩
経
』
二
巻
も
同
じ
後
漢
の
厳
仏
調
所
出
で
あ

つ
た
。
し
か
し
こ
れ
は

今
逸
し
て
な
い
。
同
経
に
、
さ
き
の
ご
と
く
維
摩
居
士
の
本
国
と
し
て

阿
開
仏
の
妙
喜

(
A
b
h
i
r
t
i
)

世
界

(
l
o
k
a
d
h
a
t
u
)

が
語
ら
れ

(3
)

て
い
る
こ
と
は
、
『維
摩
』
の
方
が

『
阿
開
仏
国
』
よ
り
も
遅

れ

て
成

立
し
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
両
経
中
国
伝
来

の
時
期

が
ほ
ぼ
同
時
で
あ

つ
た
こ
と
か
ら
は
、
後
者
に
余
り
距
た
ら
ず
に
前
者

が
出
来
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

さ
て

『
不
動
如
来
会
』
は
、
さ
き
の

『
阿
閾
仏
国
経
』
よ
り
約
五
百

年
お
く
れ
、
唐
代
と
な
り
菩
提
流
志

(
b
o
d
h
i
r
u
c
i

長
寿
二
年
、
西
紀
六
九

三
年
に
長
安
来
)
に
よ
り

『
大
宝
積
経
』
中
の

一
経
と
し
て
訳
編
さ
れ
た

が
、
両
経
す
で
に
経
題
に
お
い
て

「阿
閑
仏
国
」
と

「
不
動
如
来
」
の

ち
が
い
が
あ
り
、
品
題
に
お
い
て
も
、
旧
訳
が

「発
意
受
慧
」
と
し
た

の
を
新
訳
で
は

「授
記
荘
厳
」
と
し
た

(第
一
品
)
の
を

は
じ
め
、
第

二
品
以
下
に
お
い
て
も

「
阿
開
仏
刹
善
快
」
を

「仏
刹
功
徳
荘
厳
」
、

方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(橋

本
)

七
九
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方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(
橋

本
)
 

八
○

「弟
子
」
ま
た
は

「諸
菩
薩
」
の

「学
成
」
を

「
声
聞
」
ま
た
は

「菩

薩
」
の

「衆
」
と
し
、
こ
と
に

一
経
の
最
後
部
に
つ
い
て
は
、
後
漢
訳

が

「
仏
般
泥
疸
」

一
品
と
だ
け
し
た
の
を
唐
訳
で
は

「
浬
葉
功
徳
」
・

「
往
生
因
縁
」
の
二
品
と
し
た
ち
が
い
が
あ
る
。

そ
の
他
で
も
注
意
し

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
全
体
と
し
て
叙
述
分
量
が
著
し
く
後
者
に
お

い
て
増

大
し
、
大
正
蔵
本
で
は

『
阿
闊
仏
国
経
』
二
〇
段
分
に
対
し
、

『
不
動

如
来
会
』
三
三

・
五
段
分
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
経
末
に

お
い
て
両
経
間
に
大
き
な
出
入
り
の
あ
る

こ
と

で
あ
る
。
出
入
と
は

『
不
動
如
来
会
』
の
最
後
に
は
、
『
阿
閑
仏
国
経
』
に
欠
か
し
た
大
正

蔵
本
で
約
二
段
半
分
の
部
分

(往
生
因
縁
品
第
六
の
末
段
)
が
あ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
後
漢
訳
の
原
典
に
す
で
に
欠
け
て
い
た
も
の
か
、
原

典
に
あ
り
、
支
婁
迦
識
訳
本
に
も
あ
つ
た
が
、
入
蔵
ま
で
の
経
過
中
に

(
4
)

欠
落
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
念
の
た
め
そ
の
部
分
を
左
に
要
説
し

よ
う
。

〔仏
が
〕
法
門

の
求
め
に
つ
き
8
特
定
の
村
落
で
そ
れ
が
得
ら
れ
ね

ば
隣
村

に
ゆ
さ
、
書
写

・
受
持

・
読
諦

・
通
利
し
、
他
人

の
た
め
開
演

す
る
。
(
二
)
余
方
に
も
獲
ら
れ
ね
ば
「
我
は
無
上
菩
提
に
お
い
て
退
転
の

相
を
生

じ
な
い
」
と
発
誓
し
、
国

「我
す
で
に
不
動
如
来

の
法
門
と
名

号
を
聞

く
に
由
り
、
こ
の
人
、
我
に
お
い
て
利
益
し
、
我
を
し
て
聴
聞

さ
す
」

こ
と
を
弘
願
す
る
。
(
四
)
こ
う
し
た
称
讃
の
法
門
が
、
演
説
と
聞

に
預
か
る
者
に
あ
る
の
は
、
如
来
威
神
力
に
由
る
、
と
言
う
。

つ
ぎ

に
、
個
如
来
滅
後
も
不
動
如
来

の
威
神
力
に
よ
り
引
続
き
閣
く

こ
と
が
で
き
、
因
四
天
王

・
釈
提
桓
因
等
は
こ
れ
を
加
護
し
諸
法
師
に

こ
の
法
を
宣
揚
さ
せ
、
か
の
菩
薩
を
し
て
本
業
を
成
就
さ
す

べ
き
で
あ

り
、
(
七
)
四
天
王
等
を
し
て
威
加
策
進
し
、
諸
菩
薩
を
し
て
聴
聞
さ
す
べ

き
で
あ
る
。
か
く
こ
の
法
門
は
能
く
広
大
な
功
徳

を
成
就

す

る
。
(筆

者
註
、
そ
の
辺
に

「方
広
」
v
a
i
p
u
l
y
a

の
義
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
)

さ
ら
に
念
仏

・
称
名
の
利
益
に
つ
い
て
、
囚

国
中
に
雨
霊
の
災
、
非

時
の
震
露
や
種

々
怖
る
べ
き
事
あ
る
に
は
、
善
男
子
善
女
人
等
、
当
に

専
ら
不
動
如
来
を
念
じ
、
名
号
を
称
す

べ
き
で
あ
る
。
(
九
)
こ
の
諸
災
害

み
な
消
除
す
る
は
、
彼
如
来
の
往
昔
に
百
千
諸
竜
を
弘
済
し
衆
苦
を
解

脱
し
た
ま
え
る
に
由
る
、
ま
た
(さ)
同
慈
悲
本
願

・
誠
諦
不
虚
な
る
に
由

(5
)

り
、
善
根
を
廻
向
し
、
円
満
を
要
期
し
た
ま
え
る
故
で
あ
る
。
出
 か
の

名
号
を
称
う
れ
ば
憂
患
は
自
消
す
。
唯
だ
有
情

の
宿
業
成
熟
せ
る
は
除

く
、
と
す
る
。

以
上
の
仏
言
に
、
働
舎
利
弗
は
、
「
諸
菩
薩

の
現
身
に
証
菩

提
を
欲

す
る
は
、
応
に
不
動
如
来
の
如
く
往
い
て
願
行

を
修
す

べ
し
」
と
賛

し
、
仏
諾
を
得
る
。

仏
さ
ら
に
、
出
国菩
薩
摩
詞
薩
の
、
已
に
能
く

具

に
浄
刹

(筆
者
註
、

浄
土
の
こ
と
)
を
修
し
、
及
び
当
に
浄
修
す

べ
き

こ
と
不
動
如
来

の
如

き
者
は
、
み
な
当
に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
証
得
し
よ
う
。

圃
而
も

仏

性

及

び

一
切

智

(
筆
者
註
、
こ
れ
が
『
阿
閾
経
』
で
は

「
薩
芸
若
」
s
a
r
v
a
j
n
a

と
表
記

さ
れ
、
『
不
動
如
來
会
』
と
の
両
経
を

一
貫

す
る
根
本
問
題
。

品
題

中
の

「
発
意
」

と
は
こ
の
意
を
発
す
の
で
あ
る
)
に

お

い
て
仏

国

を
摂

受

す

る

こ
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と
悉
皆
同
等
な
が
ら
、
菩
薩
と
声
聞

(弟
子
)
と
に
優
劣
な
く
は
な
い
。

而
も
解
脱
に
お
い
て
異
あ
る
こ
と
な
し
、
と
述

べ
た
ま
い
、
以
下
流
通

分
に
入
る
の
で
あ
る
。

(亨葺)
上
来
、
仏
説
を
聞
い
た
欲
界
諸
天

・
梵
天
衆
は
仏
に
向
か
い
合
口
掌

頂
礼
、

不
動
如
来
に
南
無
し
、
此
界
釈
迦
如
来
が
よ
く
彼
の
称
讃
法
門

を
説
き
た
ま
え
る
に
帰
命
し
、
(
家
)
欲
界
諸
天
は
曼
陀
羅
花
・
諸
天
香
を

仏
上
に
散
じ
、
所
散
の
香
華
は
虚
空
中
で
合
し
て
蓋
を
成
し

(筆
者
註
、

維
摩
経
で
は
献
蓋
合・蓋
で
あ
っ
た
)
、
諸
天
の
花
香
は
遙
散
彼
仏
し
て
供
養

を
な
す
。

(葺)
天
帝
釈
は

「我
此
四
衆
、
欲
界
諸
天
、
皆
彼
の
不
動
如
来

を
見
ん
と
欲
す
」
の
念
を
な
し
、
(穴)
仏
は
そ
の
念
を
知
り
、
結
珈
鉄
坐

し
て
虚
空
に
安
処
さ
れ
る
。
(
冗
)
是
の
諸
大
衆
は
仏
の
神
力
で
空
中
に
住

し
、
皆

か
の
妙
喜
世
界

・
不
動
如
来

・
声
聞
衆
を
遙
見
す
る
。
(
さ
多
衆
み

な
見
お

わ
り
、
右
膝
着
地
し
、
不
動
如
来
に
向
き
ま
つ
る
。
団
此
界

の

衆
人
、

皆

「
三
十
三
天
で
な
く
ば
、
か
の
仏
を
見
、
而
も
会
に
来
集
し
、

礼
拝
供
養
で
き
よ
う
か
」
の
念
を
な
し
、
圓
帝
釈
は
、
「
彼
界
諸
天
は

人
相

(人
間
の
姿
)
で
住
す
る
。
わ
れ
彼

の
諸
人
等

の
服
玩
資
具
を
、
彼

の
諸
天

と
少
の
優
劣
も
無
し
と
見
る
」
の
念
を
な
す
。
圓
仏
は
神
通
を

摂
し
お
わ
り
帝
釈
に
告
げ
、
「
彼
の
諸
人
民
は
皆
、
天
楽
を
受
け
る
。

汝
ま
さ
に
愛
楽
す

べ
き
で
あ
る
」
と
。
圃
是
の
諸
人
等
、
彼

の
如
来
及

び
彼

の
受
け
る
天
資
具
を
愛
楽
す
る
者
を
見
た
て
ま
つ
る
。
(毒)
彼
の
諸

衆
生
は
、
余

の
世
界

よ
り
、
命
・終

以
後
、
皆

不
動
仏
刹
に
往
生
を
得

る
。

園
舎
利
弗
は
帝
釈
に
、
「
汝
、
釈
迦
及
び
不
動

如
来
を
見
ま
つ
れ
り
。

此
の
縁
の
故
に
由
り
、
汝
此
の
身
に
大
善
利
を
得
。
況
ん
や
汝
す
で
に

過
人
の
法
を
得
た
る
を
や
」
と
告
げ
、
團
帝
釈

は
、
「
彼

の
諸
衆

生
、

此
の
法
門
を
聞
き
、
亦
善
利
を
得
。
何
況
、
不
動
仏
刹
に
生
ず
る
を
得

る
を
や
」
の
念
を
な
す
。
園
仏
は
帝
釈
に
告
げ

て

「
彼
の
菩
薩
乗
人
、

当
に
彼
の
仏
刹
に
生
ず
べ
き
者
も
亦
善
利
を
得
。
彼
の
諸
菩
薩
、
皆
応

に
不
退
転
に
住
す
る
を
得
べ
き
が
故
に
。
詞
若
し
余
菩
薩
の
、
其
の
現

身
に
於
て
彼
の
仏
国
に
願
生
し
よ
う
者
は
、
応

に
皆
是
れ
不
退
転
に
住

す
と
知
れ
」
と
。

最
後
に
圏
仏
が
こ
の
法
門
を
説
い
た
時
、
(1)
五
百
の
比
丘
は
無
漏
の

法

に

於

て
心

に
解

脱

を

得
、

(2)

五
千

の
菩

薩

・
(3)

六
千

の
比

丘

尼

・
(4)

八
千
の
優
婆
塞

・
(5)
十
千

(万
)
の
優
婆
夷
及
び
(6)
欲
界
中
の
無
量

の

天
子
は
彼
の
仏
刹
に
於
て
皆
、
受
生
を
願
つ
た
。
日
仏
こ
の
時
、
皆
に

「
彼
の
仏
刹
に
於
て
、
当
に
往
生
を
獲
べ
し
」

と
の
授
記
を
な
し
、
圏

若
し
余
の
有
情
の
当
に
願
生
す
べ
き
者
は
、
如
来
当
に

「生
彼
仏
刹
」

の
記
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
、
園
こ
の
時
三
千
大
千
世
界
は
六
種

(動
遍
動

・
等
遍
動

・
揺
遙
揺
・
等
遍
揺

・
震
遍
震

・
等
遍
震
)
に
震
動

し

た
。
此
の
法
門
に
由
り
加
持
す
る
所
あ
る
故
で
あ
る
。

囲
仏
が
こ
の
経
を
説
き
お
わ
り
、
舎
利
弗
等
及
び
諸
世
間

・
天
人

・

阿
修
羅

・
乾
閣
婆

・
迦
楼
羅

・
緊
那
羅

・
摩
喉

羅

伽
は
仏
所
説

を
聞

き
、
皆
大
歓
喜
し
信
受
奉
行
し
た
。

こ
れ
を
具
説
し
た
意
味
は
、
将
来

『
仏
国
経
』
『如
来
会
』
両

経
の

方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(
橋

本
)

八

一
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方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(
橋

本
)
 

八
二

対
比
研
究
を
精
に
す
る
に
備
え
て
で
あ
つ
た
。
そ
の
他
、
学
者
が
す
で

に
一
二

願
と
か
ぞ
え
て
い
る

『
仏
国
経
』
に
拠

つ
た
阿
開
仏
の
本
願
数

(6
)

も
、
『
不
動
如
来
会
』
で
は
三
願
の
追
加
が
あ
り
、
該
経
流
行
の
間
に
、

増
広
の
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
し
ば
ら
く

『
大
宝
積
経
』
所
収
四
九
経
申
、
「如

来
会
」
と
標

記
し
た

『無
量
寿
』
『
不
動
』
の
両
経
に
大
乗
仏
教
に
お
け
る
如
来
浄

土
の
思
想
や
観
念
の
具
体
的
形
態
を
措
定
す
る
な
か
か
ら
、
特
に
阿
閾

仏
の
本
願
を
叙
す
る
後
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

『
大
宝
積
経
』
に
編
入

さ
れ
る
以
前
の
古
経

『
阿
開
仏
国
経
』
と
し
て
の
も
の
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
変
容
と
位
置
付
に
於
て
新
経
に
加
え
ら
れ
た
か
を
見

よ
う

と
し

た
。
彪
大
な
経
で
あ
る
か
ら

『
大
宝
積
』
全
体
に
通
ず
る
は
容
易
で
な

い
が
、
傍
流
と
し
て
の

『維
摩
』
所
出
の
浄
土
義
に
参
照
し
て
も
阿
閾

仏
信
仰
は
原
始
浄
土
思
想
中

の
一
祖
形

と
し
て
、
殊
に
そ
れ
が
密
教

(7
)

中
に
溶
け
こ
ん
で
い
つ
た
宗
教
的
証
跡
の
実
際
に
照
し
、
逆
に
阿
弥
陀

仏
信
仰

の
普
遍
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
『
大
宝

積
経
』
に
お
け
る
如
来
会
経
の
地
位
を
見
定
め
る
こ
と
は
重
要
な
学
問

的
課
題

で
あ
る
。
『
大
宝
積
経
』
が
方
等
顕
説
中
の
首
座
を
占
め
さ
せ

ら
れ
た

こ
と
は
、
同
経
そ
の
も
の
の
も
つ
大
乗
方
等
の
意
義
に
ほ
か
な

ら
ず
、

そ
の
立
場
は
十
二
部
経
で
い
う

「方
等
」
<
鉱
窟
}饗

の
精
神
で

貫
か
れ

て
お
り
、
し
た
が
つ
て
教
判
中
の

「方
等
時
」
は
ま
た
、
内
面

(8
)

的
に
は

『維
摩
』
『
思
益
』
『勝
責
』
『
提
謂
』
等

の
諸
経
に
よ

つ
て
代

表
表
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
『
無
量
寿
経
』
と
い
え
ど
も
、
教
判

上

の

所
属
は

「方
等
」
内
で
あ

つ
た
こ
と
に
深
く
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

蝿
。

ち
な
み
に

『
不
動
如
来
会
』
に
つ
い
て
は
、
『
阿
開
仏
国

経
』
で

単
に

「
〔阿
開
〕
仏
般
泥
渣
」
の

一
品
と
だ
け

し
て
い
た
も

の
を

「浬

繋
功
徳
」
と

「往
生
因
縁
」
と
の
二
品
に
し
た

の
は
、
も
と
よ
り
経
典

思
想
の
内
容
的
加
増
で
は
な
い
が
、

そ
こ
に
往
生
観
念
進
農
の
跡
が
見

ら
れ
る
。

1

仏
言
、
善
男
子
、
法
供
養

(
d
h
a
n
a
p
u
j
a
)

者
、
…
…
依
於
義
、
不
依

語

(
a
r
t
h
a
p
r
a
t
i
s
a
r
a
n
a
 
n
a
)
。
依
於
智
、

不
依
識

(
a
r
t
h
a
r
a
n
a
 
n
a
 
h
a
p
r
a
t
i
s
a
r
a
)
。依
了
義

経
、

不
依
不
了
義
経

(
a
r
t
h
a
p
r
a
t
i
s
a
r
a
n
a
 
n
a
 
r
a
t
i
s
-

m
a
r
t
h
a
p
r
a
t
i
s
a
r
a
n
a

)
。
依

於
法
、

不
依

人

(
n
a
 
v
r
a
t
i
s
-

n
a
m
 
n
a
 
p
u
d
g
a
l
a
d
r
s
t
y
u
a
l
a
b
d
h
i
n
i
v
e
)
。

(
梵

文

に

つ

い

て

は

p
.
3
8
0
参照
)

2

最
近
で
は
藤

田
宏
達

『
原
始
浄
土
思
想

の
研

究
』
(
岩

波
、

昭
45
)

が

挙
げ
ら
れ
る
。

3

是
時
仏
告
舎
利
弗
、

有
国
名
妙
喜
、

仏
号
無
動
。

是
維
摩
詰
、

於
彼
国

没
、

而
来
生
此
。
(
維
摩
詰
所
説
経
、

見
阿
閾
仏
品
第
十
二
)

4

「
国
訳

一
切
経
、

宝
積
部

七
」
所
収

『
仏
説

阿
開
仏
国
経
』
(
昭

7
)

脚

註

で
訳
者
蓮
沢
成
淳

師
は
、
「
異
訳

に
対
照
す

る
に
、
以
下
本

文

に
脱

文

あ
り
」
(
同
書
鰯
頁
)

と
し
て

い
る
。

筆
者
も

こ
れ
に
賛
す
る
。

5

廻
向

(
p
a
r
i
n
a
m
a
)

の
語
、

『
阿
開
仏
国
経
』

に
は

「
勧
助
」

と
訳

す

(
国

一
経
、
前
掲
本
螂
頁
参
照
)
。
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6

藤
田
博
士
前

掲
書
4
2
4
-
4
2
6
頁

参
照
。
加

わ
つ
た
三
願

と
は
、
(
7
)
無
有
三

病

の
次
、
「
無
有
虚
妄
」

(彼

仏
土
中
、

一
切
有
情
、
無

虚
妄

語
)
、
岡

飲

食
自
然

の
次
、

「
無
有
臓

悪
」

(
無
有
便
利
、

繊
悪
不
浄
)
、
(
1
6
)
八

味

浴

池

の
次
、
「
園
観
清
浄
」
(
園
観

有
多
、

悉
皆
清
浄
。

諸
衆

生
輩
、

多
以
法
楽

而
居
)

で
あ
る

(大

正
蔵
、

十

一
、
宝
積
部
上
1
0
5
頁
参

照
)
。

7

阿
閤
如
来

は
、
大

日

(
v
a
i
r
o
c
a
n
a
)
、

不

空
成
就

(
a
m
o
g
h
a
)
、

宝

生

(
r
a
t
n
a
r
o
l
i
k
a
)
、

無
量
寿

(
s
a
t
v
i
k
a
)

の
四
如
来

と
並
ん

で
五
仏
中

の

一
体
で
あ
り
、
秘
密
集

会
タ

ン
ト

ラ
(
v
a
i
r
o
c
a
n
a
)

で
は
毘
盧

遮
那

(
大
日
)

如
来
と
位
置
を
入
れ
代
り
両
界
曼
茶
羅

の
中
尊

と
な
る
。

ま
た
化
身
と

し
て

へ
ー

ル
カ

(
h
e
r
u
k
a
,
 
d
g
e
s
-
p
a
)

と

い
う

葱

怒
尊
に
も
な
る
。

8

『
勝
童
夫
人
会
』

は

『
大
宝
積

経
』

の
第
四
八
経
と
し

て
収

ま

り
、

劉

宋
求
那
蹟
陀

羅
訳

『
勝
量
経
』

の
異
訳
で
あ
る
。

9

聖
徳

太
子

『
維
摩

経
義
疏
』

仏
国
品
段
に
、
『
無
量
寿
経
』

の
引

用

あ

る
こ
と
は
、
古

く

『
維
摩
』
と

『
無
量
寿
』

の
両
経
が

一
体

と
し
て
行

わ

れ
て
い
た
証

拠
で
あ
る
。

拙
稿

「
維
摩
経
義
疏

の
浄
土
教
的
性
格

に

つ
い

て
」
(
聖
徳

太
子
研
究
会

『
聖
徳

太
子
研
究
』

一
九

七

六
、
第

九

・
十

合

併
号
)
参
照
。

追
記

『
大
宝
積
経
』
梵

名
、

具

に

は
、
m
a
h
a
r
a
t
n
a
k
u
t
a
d
h
a
r
m
a
-

s
m
a
h
a
r
a
t
n
a
k
u
t
a
d
h
a
r
m
a
、

で
あ
り
、

つ
と
に
安

慧

(
s
m
a
h
a
r
a

と

い

う

四
巻

註

(
m
a
h
a…
…
s
m
a
h
a
r
a
t
n
a
k
u
t
a
d
h
a
r
m
a)

が
で
き
て
い
た
。

〔
昭
和

51
年
度
文
部
省
科
学

研
究
費

に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部
〕

方
等

(
v
a
i
p
u
l
y
a
)

時

の
仏
教

(橋

本
)

八
三

-607-


